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＜連絡情報＞

· 12日15:00～２階会議室にて食事サービス提供委員会あり。今回、小笠原が出席予定。

· ＳＳＴ普及協会・北東北支部設立記念講演が６/３（土）あり、参加料金2000円。希望者は瀧澤まで。又、協会加入金3000円の為、加入希望についても瀧澤まで。
加入者に関しては、記念講演の参加費用は無料。

＜外来情報＞

· 鈴木　恵美子様～両足の痒み訴え聞かれ、外来医より白癬の診断あり。ラミシール処方となってい
　　　　　　　　る。又、本人希望にてナパゲルン軟膏処方となっている。　

· 長瀬　紘一郎様～昔、仕事中に腰を打ったところが最近痛むと訴え聞かれているが、自分から「様
　　　　　　　　子を見てみる」と話されている。

· 奥山　以依子様～連休中に竜飛岬へ行ってきたことを報告され、「ＳＳＴでそのことを言いたいけ
　　　　　　　　ど、どう言ったら良いですか？」と相談されている。

· 前野　義勝様　～鼻汁訴えあり、点鼻薬・タベジール処方となっている。

· 鹿原　博夫様　～顔面に塗っている軟膏が無くなったとのことで、デルモゾールＧ軟膏処方となっ
 　　　　　　　ている。

· 山田　健次様　～診察の声掛けの後にコーヒーを飲みに行かれたりと、行動にまとまりの無さ見ら
　　　　　　　　れ、診察中も表情冴えない。

· 柳町　信之様　～早目に来院されている。待ち時間中は椅子に座って待つこと出来ているが、時折
　　　　　　　　ニヤツキ見られている。肛門の様子について、お兄様に見てもらった所、火傷の
　　　　　　　　ようになっていると言われたとの事で、「電気座布団に熱いのを我慢して座って
　　　　　　　　いるせいですかね？」と話される。痔は肛門科より異状はないと言われたと報告
　　　　　　　　されるが、肛門痛訴えている。

· 中居　美津子様～今週姉宅へ行き、生活費を受け取ってきた事を報告されている。

· 中居　松男様　～連休中に実家へ帰省し、畑仕事をしてきたことを報告されている。

＜利用者様情報＞

・田中　正士様　（64）　統合失調症　　合併：変形性脊椎症　　デイナイトケア利用中

　　本日のレストランへの移動時、歩道に敷いてある石を踏んだ際に石が動き、足を取られ転倒しそうになる事あり。そばにあった手すりにつかまった為、すぐに体勢を立て直すことは出来ている。身体的な訴えは聞かれず、スタッフ確認するが外傷は認められない。

　⇒　・本人がスタッフ付き添いを拒否される為、付き添いは困難だが、必ず移動時にはゆっくりと歩行するように声掛けを継続する。

・坂道の移動の際には砂利が敷いてある為、足を取られることは予想される。その為、歩行状態に不安のあるメンバーにはスタッフ付き添い及び、必要があれば支えながら歩くようにする。

・川口　律子様　（26）　統合失調症　デイケア利用中

　　気温が高くなってきた為、水曜の運動プログラムに参加すると体が熱くなる為、水曜を休日にしたいと連絡あり。

　⇒　・最近徐々に通所出来なくなってきている為、水曜は体調に合わせて見学する事も出来る事を説明し、通所できるように促す。

　※本日、同居人と入籍予定。入籍に際して気分の高まりが見られているが、他メンバーに対して「私の事を無視する気がする、レストランの移動や体育館のときに声を掛けてくれない」と悲観的となる等、不安定となっている様子が見られる為、要観察とする。

・庭野　弘樹様　（42）　統合失調症　　デイケア利用中

　　外来受診時に主治医より幸房の説明があると、「別に行っても良いです」と話されていたとの事。以前、幸房利用について本人へ確認したところ、「仕事をしている感じがしない」と拒否的であったことがある。

　⇒　本人へ確認し、幸房利用の意志が確認された際には再度主治医へ報告する。

　　　幸房利用の手順を踏む為、幸房へ利用希望者がいる事を連絡する。

・山田　健次様　（70）　統合失調症　　ナイトケア利用中

　　手足が１週間ほど前から震えると訴え聞かれているが、本日外来受診時には主治医へ伝えていないとのこと。入浴についても土日にお兄様が連れて行ってくれる日のみ出掛けているとのこと。

　⇒　・普段から血圧高値であることもあり、先日フラフラし歩行困難であったことと併せて主治医へ情報提供する。

　　　・毎日の連絡を継続して頂き、本人の体調・生活状況を確認する。

・大野　友章様　（62）　統合失調症　　デイナイトケア利用中

　○青風荘より情報提供

　　昨日ご家族より電話あり、自宅へ本人を受け入れる事が出来ない為、入所期間延長することを本人へ伝えている。電話中に声を荒げる様子は無かったが、電話後「家族に捨てられた」と公言している事あり、一時的に不安定となる様子見られていたとのこと。

⇒　デイナイトケアでは特に変わった様子は見られないが、今後要観察とする。

＜食事サービス提供委員会・内容検討＞

· から揚げが硬かった。　　　　　　　　　　　　　・ラーメンを出して欲しい。

· 焼きそばが食べにくかった為、スープをかけて食べているメンバーが多数いた。

· 11日の昼食時に見本が副食の近くにあった為、分かりやすかった。

· 途中で食事が足りなくなる事があり、内容変更となる事に対してメンバーから苦情が聞かれていた。

＜青山荘入所中デイケア利用者様　情報交換・対応検討＞

宮　陽子様（56）　統合失調症

　○青山荘より情報提供

　　　青山荘退所したいと希望聞かれており、「退所して自分でお金を稼いで生活したい」と話されている。青山荘　壬生と面談実施後はそのような訴え聞かれなくなり、「デイケアにも先生に言われたからちゃんと行く」と話される。

　　　青山荘の新入所者に対して、攻撃的な口調となる事やプライベートなことを大きな声で他入所者へ話すことがあり、トラブルとなる事が見られるようになっている。

　　　夜間24時頃まで自室の電気が付いていることがあり、自室に篭って手芸などを行っている様子。本人から「レース編みが得意だから、今から準備しておく」と話されている。

　○デイケアでの様子

　　・他メンバーとトラブルとなる事は無いが、交流を持とうとされる事も無い。一人離れて過ごすことが多く見られている。

　　・スタッフや他メンバーとの会話中に青山荘の新入所者の話題が出ると、口調や表情が変化することが見られている。

○今後の対応

　　・本人の態度や病状、生活状況について振り返りを行いながら対応する。

　　・金銭を稼ぐようになる前に、自分の金銭管理を行えるように説明。

村上　元道様（35）　統合失調症

　○青山荘より情報提供

　　　「宗教の集まりに出席する為に、青森に行きたい」と話されることあり。５月末にある為、お姉様より誘われたとの事。主治医へ相談したところ、日帰りであれば良いと許可受けている。

○デイケアでの様子

　・参加意欲は見られるが、熱中しすぎる事は無く、休憩を取るなどして参加すること出来ている。外来から“気分が高くなっている印象を受ける”と情報受けているが、デイケアでは特に気分の高い様子は見られない。

　・宗教入会している他メンバーとの交流は見られているが、他メンバーに対して自分の宗教のことを話されることは見られない。

　○今後の対応

　　・気分が高くなってくると、休憩を取るなどのペース配分をする事が出来なくなる為、参加状況については、十分に観察を行う。

　　・宗教に関係する事に関しては加減をすることが出来ず、宗教関連の持ち物が増加してくる為、金銭管理など青山荘と協力して取り組む。

　　・以前、宗教の集まりに参加しそのまま帰荘しなくなったことがある為、外出時には声を掛け帰荘時間やデイケア利用中の外出（レストラン移動や外来など）に注意を払う。

奥山　以依子様（55）　統合失調症

　○青山荘より情報提供

　　今後住所変更行う予定。手続きについては、青山荘で実施。

大久保　康弘様（49）　統合失調症

　○青山荘より情報提供

　　　夜間、自室は消灯されていたが24時頃に起きていることあり、「女神が夢に出てきて、落ち着かなくなった」と話されることあり。又、最近哲学書を読まれている事が多く見られている。

　

　○デイケアでの様子

　　・以前見られたような女性メンバーへの接触は無く、手紙を書いて持って来られる事も見られない。

　　・新聞記事作成などのプログラムにて文章を書く機会はあるが、特筆する内容をかかれる事は無く、課題に即した内容の文章を作成されている。

　○今後の対応

　　・本人から落ち着かない様子の時には訴えてくる事出来ている為、訴えの聞かれた際には傾聴し、外来カルテへ記載及び主治医・青山荘へ情報提供する。

　　・女性に対する接触や手紙を渡すことが見られた際には、本人へ面談を通して行動の振り返りを図る。

　　・病状悪化の際には行動に変化が見られる（通常と逆の動きをする等）為、観察する。

